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低コストで機動性に優れるアオコを死滅無害化する技術として、ダム湖面上を紫外線照射し

ながら移動しアオコを駆除する装置の開発を行う。
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1. 現状

産業活動に伴い、多量の栄養塩類（リンや窒素など）

を含む廃水がダム湖に流入し、水質の富栄養化を引き起

こしている。この結果、ダム湖において藍藻類が異常増

殖し、アオコと呼ばれる現象が頻繁に観察されるように

なった。アオコによりカビ臭、腐敗臭等の悪臭が発生す

る。また水面をアオコが覆うことで景観を阻害するなど、

ダム湖の親水公園において、レクリエーションの場とし

ての水辺の環境を損なっている。（写真－１）

(1)アオコとは

微細藻類である藍藻類のミクロキスティスやアナベナ

等が異常増殖し水面を覆い、青い粉を蒔いたように見え

る現象。

(2)アオコの害

・悪臭の発生

・景観阻害

・生物生息環境の悪化（貧酸素化）

・毒性物質の生成

(3)アオコ構成種

採水分析結果より（写真－１）に示すダム湖にお

アオコ構成種は下記であった。

・Microcystis aeruginosa

・Microcystis viridis

・Microcystis wesenbergii

・Phormidium

(4)藍藻類の特徴

藍藻類は運動能力を有していないが、ガス胞をも

おり水面に浮上する。浮上した藍藻類は太陽光を受

内のクロロフィルａにより酸素発生型の光合成を行

藍藻類が異常増殖し水面を覆い尽くすと、太陽光が

で遮断され水中に到達しない。そのため、他の植物

ンクトンは光合成ができず、藍藻類が種間競争に勝

優占種となる。

また、藍藻類の単体での大きさは数μｍ程度しか

多数の細胞が集まり、～１㎜程の群体を形成する。

の大きさが非常に小さいため手作業での回収は非常

難である。

2. 問題点

アオコ対策装置として様々な機器が存在するが、

置、調整に時間がかかる｣、｢機器価格が高い｣、｢運

費が高い｣、｢薬剤の使用等により水質への悪影響の

がある｣、｢機器が大型で設置場所の制約がある｣な

問題がある。その結果として｢水質への悪影響の懸

ある｣、｢導入が容易でない｣、｢アオコ発生場所で迅

対応できない｣ことから、薬剤等の添加物を用いず

価で、機動性の高く、浅瀬で使用可能なアオコ対策

の開発が求められている。
写真－１ 親水公園におけるアオコの状況
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(1)既存のアオコ対策装置

・薬剤による駆除

・圧力による駆除

・熱による駆除

・アオコ回収（写真－２）

〔アオコを含む水をポンプアップ→凝集処理（電気、

薬剤等による）→脱水処理→廃棄〕

3. アオコ対策装置の仕様

既存のアオコ対策装置は前章に示す問題がある。これ

らを解決するために紫外線照射によるアオコ対策装置

（以下｢紫外線照射装置｣という。）の開発を行うことと

した。

(1)紫外線による殺菌効果

藍藻類に紫外線を照射すると、ＤＮＡ、細胞壁が損傷

し生命活動が停止する。また、紫外線は、電波、可視光

線などと同じく電磁波であり、物質を添加するものでは

ないため、紫外線を照射し藍藻類の駆除を行っても残留

物による水質汚染はない。当研究の紫外線照射装置には、

紫外線領域の中で殺菌効果の高い253.7ｎｍの波長を使

用する。参考に電磁波の分類を（表－１）に、紫外線の

分類を（表－２）に示す。

(2)紫外線ランプの構造

構造は蛍光灯と殆ど同じで、特殊な物ではないため安

価である。蛍光灯との違いを以下に示す。（表－３）

紫外線

UV-A：315～400nm

UV-B：280～315nm

UV-C：100～280nm

オゾン層を通過する。

皮膚を黒くする。

オゾン層を通過する。

多量に浴びると皮膚が赤く腫れる。

オゾン層に遮られ地上に到達しない。

細胞破壊をもたらす。

通電しフィラメントが加熱される

加熱されたフィラメントから電子を放出

表－２ 紫外線の分類

（UV-A,B,C波長：国際照明委員会による定義）
管内の水銀ガスに電子が衝突し紫外線

（253.7nm）を出す

ソーダライム製のガ

ラ ス 管 で 紫 外 線

（300nm 以下）は透

過しない

紫外線が石英製のガ

ラス管（紫外線透過

率９０％以上）を透

過しランプ外に紫外

線を発する

ガラス管内面の蛍光

物質が紫外線で励起

され可視光線を発光

蛍光灯 紫外線ランプ

表－３ 蛍光灯と紫外線ランプの違い

長い

短い

赤外線

可視光線

紫外線

エックス線

ガンマ線

表－１ 電磁波の分類

波長

写真－２ アオコ回収船による作業状況



(3)紫外線照射装置仕様

紫外線照射装置のアオコ駆除効果を確認するため、下

記に示す試作機（写真－４）を製作し、ダム湖において

実証試験を行った。

紫外線照射装置仕様（写真－３）

紫外線ランプ数量 5本

配置 水平配置

筐体 ステンレス製（防水）

照射面 石英ガラス

紫外線ランプ仕様

規格 GL-30

長さ 900mm

直径 25.5mm

紫外線出力 13.4W

紫外線放射強度 130μW／cm2

4. 紫外線照射装置の効果検証

紫外線照射装置のダム湖（堤体付近）における効果検

証結果を以下に示す。

(1)アオコが濃い場合の効果検証

ダム湖面のアオコをシルトフェンスで囲い、紫外線照

射装置により紫外線を照射した結果、１時間後水面のア

オコが消滅した。

また、紫外線照射装置直下で採水し、生きたアオコの

量を計測した結果（表―４）、１分程度の紫外線照射で

アオコが死滅していることが確認できた。

このことから、数十分の照射でアオコは死滅している

が沈降までに時間を要するため水面のアオコが消滅する

まで１時間かかった事が分かった。

写真－３ 紫外線照射装置本体 写真－５ 紫外線照射前

写真－６ 紫外線照射１時間後
写真－４ 紫外線照射装置にフロートを装備した
状態



(2)アオコが薄い場合の効果検証

(1)の場合と同様に、アオコが薄い状態で紫外線照射

装置により紫外線を照射した結果、２０分後水面のアオ

コが消滅した。

また、紫外線照射装置直下で採水し、生きたアオコの

量を計測した結果（表―５）、２０秒程度の紫外線照射

でアオコが死滅していることが確認できた。

このことから、アオコが薄い場合、紫外線の到達力が

大きくなり、より短時間でアオコがほぼ死滅しているこ

とがわかった。

写真－７ 紫外線照射前
 写真－８ 紫外線照射２０分後



5. 平成２０年度での成果

現地実証実験結果より以下のことが明らかとなった。

・紫外線照射装置のダム湖における運用が可能である

こと。

・紫外線照射がアオコ駆除に有効であること。

・紫外線を浴びたアオコは死滅し、その後沈降してい

くこと。

なお、この成果は｢国立大学法人岡山大学と中国地方

整備局との包括的連携・協力に関する協定書｣に基づき

国立大学法人岡山大学において実施した｢平成２０年度

アオコ対策装置の開発に関する研究｣の成果である。

6. 今後の予定

実証実験により紫外線照射によるアオコ駆除効果が確

認できたため、引き続き以下の検討を予定している。

・ダム湖においてアオコ駆除に必要な紫外線ランプの

数量の検討

・紫外線ランプの効率的な配置の検討

・推進装置を装備した紫外線照射船の検討

・ダム湖親水公園付近の浅瀬において実証実験
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